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2 Da-3　　　幼児の家族イメージの発達

　　　　　　　○塩原澄子　武藤安子

　　　　　　　　　（横浜国立大）

目的：幼児期の子どもが、生活場面において自分の家族の情緒的関係をどのようにイメー

　　　ジしているかを調べ、その発達的変化について考察する。

方法：対象は、神奈川県Ｋ市およびＹ市の私立幼稚園の園児94名（4歳児41名、５歳

　　　児53名）である。手続きとして、本研究者がＣＡＴ（幼児・児童絵画統覚検査）な

　　　どを参考にし、家族のイメージを喚起する生活湯面を表した図版（6枚）を作成し、

　　　個別面接調査を行った（20分）。調査時には、ＣＡＴの提示手続きを参考にした。

　　　期間は1998年12月および1999年11月である。

結果および考察：第一に、生活場面における情緒的依存の対象は、４歳児、５歳児ともに

　　　父親、母親が多く、それぞれに大きな違いは見られなかった。第二に、登場人物の

　　　役割のとらえ方について、４歳児に比べて５歳児は、家族間の関係を表す言葉が用

　　　いられるようになった。第三に、４歳児に比べて５歳児は、生活領域の広がりが見

　　　られ、しかも時間・空間的な規定性を超えて安定した家族イメージが発達している

　　　ことが明らかになった。

2Da-4 自己統制の役割とその規定要因
　　　　　　　　○中　田　　栄

　　　　　　　　　(日本学術振興会)

目的　　本研究では，自己統制の役割とその規定要因として，子どもの対人相互作用過程

における行動特性を捉え，自己を調整していく過程について検討していく。さらに日本の

文化的背景を踏まえ，子どもの対人認知過程における自己統制の役割を検討する。

方法(1)対象：幼稚園に在籍する５歳児から６歳児までの幼児12名(日本人8名，アメリ

カ人４名)とその母親を対象とした。(2)内容：親の子どもへの介入と子ども同士の相互作

用をビデオに記録した。
チェックリスト：①相互作用の経過，②相手の意図の判断，③相手に対する期待，④相手

の反応，⑤その後の対人関係，⑥自己評価，⑦期待した内容と結果との相違

結果　　①日本の親子の事例では，親子関係が密接であるがゆえに，親が不安定な状態で

あると，子どもは?不安を自分の状態として受けとめやすく，子どもなりの目的をもつこ

とができなくなる，②親の子どもへの対応のあり方や対人交渉は異なるが，子どもの情動

反応については，共通点がみられた。日本とアメリカの親の子どもへの介入の様子と子ど

も同士の相互作用について検討した結果，アメリカの場合には，子どものほうから要求し

なければ介入しないことが示唆された。課題遂行場面では，それぞれが異なった視点から

探索を繰り返し，他者と自分のアイデアを組み合わせることにより，多様な表現につなが

った。このことから，子どもがいろいろな考えを試しながら自ら意志決定し，自己効力を

高めていくための多くの機会が必要である。
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